夏季の居住環境と睡眠に関する研究 by 萱場 桃子
夏季の居住環境と睡眠に関する研究
著者 萱場 桃子











氏名（本籍）        萱場 桃子 （北海道） 
学 位 の 種 類        博士（ ヒューマン・ケア科学 ） 
学 位 記 番 号        博甲第 7066 号 
学位授与年月        平成２６年 ３月２５日 
学位授与の要件        学位規則第４条第１項該当 
審 査 研 究 科        人間総合科学研究科 
学位論文題目         夏季の居住環境と睡眠に関する研究 
 
 
主 査            筑波大学教授  保健学博士  武田  文     
副 査          筑波大学教授  博士（医学） 大久保 一郎  
副 査          筑波大学教授  博士（医学） 本田 靖  






























扇風機）設置状況と使用状況に着目し分析を行った。熱帯夜の日数が多い東京 23 区に居住する 65 歳以
上の高齢者 751 名からの本人回答を対象とした。 
 
 (結果) 





続いて白熱電球 38(10.8%)、LED 電球 34(9.7%)であった。回答者の平均就床時刻は 23:40、平均起床時刻
は 6:12、平均睡眠時間は 6.4 時間であった。PSQI の平均得点は 4.9 であり、6 点以上の者は 123 名(35.0%)













得点(6 点以上)と LED 電球(参照カテゴリは白熱電球)に負の関連がみられたが、就寝前の高照度光や短
波長光曝露が睡眠に負の影響を及ぼすという先行研究を踏まえると、光が直接影響したというよりは個
























平成 26 年 1 月 7 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（ヒューマン・ケア科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認
める。 
 
